
 
 

 
 

 

 

 

＜開催趣旨＞ 

いわき市産農林産物の魅力や認証 GAP※（農業生産工程管理）の取組を消費者へ紹介するためのキャンペーンを開催しました。 

※GAP（ギャップ：Good Agricultural Practice）とは、農林産物の生産工程を記録・改善していくことで、より安全・安心な農林産物を 

消費者へ届けるための取組のことです。 

 

１ 日時 

  令和７年 1 月１８日（土）10 時～ 

 

２ 場所 

  ヨークベニマルいわき平店 

（いわき市平六町目６−２） 

 

３ 内容 

 当日は、認証ＧＡＰに関するアンケートにご協力いただいた方 209 名に、いわき市産のいちご（「ゆうやけベリー」「ふくはる香」など）

をプレゼントしたほか、福島県トップブランド米「福､笑い」を先着約 50 名にプレゼントしました。また、ゆうやけベリーと 

いわきいちご焼きショコラの試食も行いました。試食コーナーでは、いちごの甘い香りにびっくりし、思わず笑みがこぼれる方が 

多くみられました。 

  アンケート調査の結果、認証ＧＡＰの認知度は約 40％で、ほぼ全ての方が「今後ＧＡＰ認証品を購入したい」と回答しました。 

  当所では、引き続き関係機関と連携しながら、いわき産農林産物や認証ＧＡＰのＰＲに取り組んでまいります。 

 

▲ ゆうやけベリー＆ 

 いわきいちご焼きショコラの試食  

▲ アグリン☆ファイブの 

さる１号によるＰＲ 

▲ 福､笑いプレゼント 

 


